
モノづくり日本会議

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

事
務
局

日
刊
工
業
新
聞
社

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
検
討
会

は
製
造
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

Ｓ
Ｃ

に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理

の
一
環
と
し
て
、
災
害
時
の
影
響
度
評
価
ツ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
た
。
対
策
が
遅
れ
が
ち
な
中
小
企

業
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
。
影
響
度
評
価
ツ
ー
ル
は
６
月
１
日
か
ら
、
モ
ノ
づ
く

り
日
本
会
議
会
員

賛
助
会
員
含
む

向
け
に
配
布
す
る
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
４
月

日
、
東
京
・
霞
が
関

の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
価
値
創
造
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
検
討
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
阪
裕
司
オ
ラ
ク
ル

ひ
と
・
し
く
み
研
究
所
代
表

の
第
１
回
検
討
会
を
開
い

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
椎
塚
久
雄
日
本
感
性
工
学
会

前
会
長
に
よ
る
感
性
工
学
の
ト
レ
ン
ド
解
説
を
も
と
に
、

価
値
創
造
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
た
ア
プ
ロ

ー
チ
を
探
っ
た
。

災害時の影響度評価中小向けツール完成
サプライチェーンのリスク管理

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
検
討
会

生産停止確率と損害額をグラフで表示

最
小
限
の
デ
ー
タ
で
評
価

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
検
討
委
員
会
委
員
長
田
祥
三
氏

　
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル

検
討
委
員
会
委
員
長
の

田

祥
三
早
大
教
授
に
影
響
度
評

価
ツ
ー
ル
の
意
義
や
期
待
を

聞
い
た
。

　
―
影
響
度
評
価
ツ
ー
ル
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
「
大
き
な
災
害
な
ど
に
対

す
る
リ
ス
ク
管
理
は
中
小
企

業
の
場
合
、
問
題
意
識
が
あ

っ
て
も
自
社
の
評
価
、
対
策

が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

非
常
に
多
い
。
中
小
企
業
に

対
し
て
、
標
準
的
な
評
価
方

法
を
示
せ
た
と
思
う
」

　
「
利
用
企
業
自
身
で
集
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
デ
ー
タ

は
最
小
限
に
絞
っ
た
。
集
め

ら
れ
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

あ
る
程
度
の
評
価
が
で
き
る

よ
う
に
設
計
し
た
」

　
―
今
回
は
大
地
震
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
や
設
備
、
資
材
が
整

う
か
ど
う
か
を
見
る
の
で
、

災
害
の
種
類
に
は
よ
ら
な

い
。
水
害
で
あ
れ
ば
浸
水
の

高
さ
な
ど
、
ど
の
く
ら
い
の

被
害
が
あ
る
か
の
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
、
影
響
評
価
の
基
本

的
な
枠
組
み
は
他
の
災
害
に

も
転
用
で
き
る
」

　
―
産
業
界
に
向
け
て
ひ
と

言
。

　
「
評
価
結
果
を
参
考
に
し

て
、
影
響
を
最
小
限
に
す
る

対
策
を
立
て
て
ほ
し
い
。
手

頃
に
使
え
る
ツ
ー
ル
な
の

で
、
多
く
の
企
業
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
」

価
値
創
造
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
検
討
会

顧
客
の
喜
び
起
点感性工学からアプローチ　

ユ
ー
ザ
ー
の
価
値
引
き
出
す
逆
方
向
推
論
で
い
い
商
品
に

日本感性工学会前会長椎塚久雄氏

オラクルひと・しくみ研究所代表小阪裕司氏

　
い
い
商
品
が
正
当
な
評

価

対
価
含
む

を
得
て
、

末
端
の
売
り
場
で
ス
ム
ー
ズ

に
売
れ
て
い
く
「
セ
ル
ス
ル

ー
」
の
状
況
を
築
き
上
げ
る

た
め
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン

Ｓ
Ｃ

全
体
で
何
を
な

す
べ
き
か
―
。
価
値
創
造
型

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
検
討
会

で
は
、
「
売
れ
る
」
と
は

「
顧
客
が
心
を
動
か
し
て
行

動
し
た
結
果
」
と
い
う
見
地

か
ら
、
検
討
を
進
め
て
い

く
。
第
１
回
検
討
会
は
導
入

と
し
て
、
感
性
工
学
の
第
一

人
者
で
あ
る
椎
塚
氏
の
講
話

を
受
け
、
意
見
を
交
換
し

た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
感
性
が
経
済
価
値
を
生

む
に
は
作
り
手
が
ユ
ー
ザ
ー

の
感
性
に
訴
え
、
共
感
を
得

る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
う
点

に
関
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
側
が

持
っ
て
い
る
潜
在
的
価
値
を

顕
在
化
さ
せ
る
に
は
、
ど
う

働
き
か
け
れ
ば
よ
い
の
か
検

討
を
深
め
た
い
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
価
値
を
伝
え
る
Ｓ

Ｃ
の
上
流
側
が
、
あ
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
持
っ
て
い
る

感
性
価
値
を
う
ま
く
表
現
で

き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が

提
起
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
の

前
段
と
し
て
、
価
値
を
見
い

だ
す
・
発
掘
す
る
方
法
を
学

ぶ
重
要
性
を
訴
え
る
参
加
者

も
あ
っ
た
。

　
小
阪
氏
は
「
い
い
も
の
っ

て
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

迫
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も
検

討
し
よ
う
」
と
し
た
。

　
椎
塚
氏
は
昨
今
の
モ
ノ
づ

く
り
に
つ
い
て
「
ユ
ー
ザ
ー

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

Ｕ

Ｘ

、
デ
ザ
イ
ン
思
考
な
ど

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
は
逆
方
向
推
論
が
不
可

欠
」
と
指
摘
し
た
。
例
え
ば

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
い
え
ば
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
喜
ば
れ
る
よ

う
に
使
い
や
す
く
し
よ
う
↓

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
レ

イ
ア
ウ
ト
を
変
え
よ
う
、
と

考
え
を
進
め
る
の
が
逆
方
向

推
論
だ
。

　
こ
の
視
点
が
な
け
れ
ば
、

新
し
い
も
の
は
生
ま
れ
な
い

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
参
加

者
は
一
様
に
納
得
し
た
。
小

阪
氏
は
「
成
功
し
て
い
る
小

売
業
者
の
例
を
見
る
と
、
ど

う
す
れ
ば
顧
客
に
喜
び
を
提

供
で
き
る
か
を
起
点
に
考
え

て
い
る
」
と
、
逆
方
向
推
論

の
有
効
性
を
強
調
し
た
。

　
第
２
回
検
討
会
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
組
み
合
わ
せ
、

７
月
開
催
で
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
価
値
創
造
型
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
検
討
会
へ
の
参
加
は

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
会
員

で
、
検
討
会
に
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
が
対
象
。
想
定

業
種
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向

け
商
品
の
開
発
・
製
造
企
業

だ
け
で
な
く
、
関
心
の
あ
る

企
業
は
広
く
歓
迎
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
モ
ノ
づ
く

り
日
本
会
議
事
務
局

ま
で
。

エ
ク
セ
ル
活
用

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化

検
討
会
は
災
害
へ
の
対
応
策

を
大
企
業
・
中
小
企
業
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク

評
価
ツ
ー
ル
検
討
委
員
会

委
員
長

田
祥
三
早
稲

田
大
学
創
造
理
工
学
部
教

授

を
組
織
し
、
大
企
業
に

比
べ
て
Ｓ
Ｃ
の
リ
ス
ク
対
策

の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
き
た
中
小
企
業
が

活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

大
規
模
災
害
時
の
影
響
度
評

価
ツ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
た
。

　
影
響
度
評
価
ツ
ー
ル
は
特

定
の
生
産
拠
点
で
生
産
さ
れ

る
１
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
に

着
目
し
、
そ
の
製
品
の
生
産

に
必
要
な
生
産
設
備
な
ど
の

リ
ソ
ー
ス
情
報
か
ら
災
害
、

特
に
地
震
が
発
生
し
た
際
の

影
響
を
評
価
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
１
生
産
拠

点
で
複
数
製
品
を
生
産
し
て

い
る
場
合
、
代
表
的
な
製
品

に
つ
い
て
評
価
す
る
も
の
と

す
る
。

　
こ
の
評
価
ツ
ー
ル
は
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル
の

機
能
を
活
用
し
た
構
成
で
、

特
別
な
環
境
を
必
要
と
せ
ず

に
使
用
で
き
る
。
評
価
に
必

要
な
入
力
情
報
は
自
社
情

報
、
保
有
設
備
情
報
、
購
入

品
情
報
、
想
定
地
震
。
自
社

で
把
握
可
能
な
情
報
の
み
に

限
定
し
て
い
る
の
で
、
デ
ー

タ
準
備
の
手
間
は
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
。

　
評
価
結
果
は
生
産
停
止
確

率
と
損
失
額
に
つ
い
て
、
災

害
発
生
後
の
日
ご
と
の
推
移

を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
、

分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ

る
。
同
時
に
、
災
害
発
生
か

ら
通
常
の
操
業
が
再
開
さ
れ

る
ま
で
の
日
数
、
損
失
額
を

計
算
し
て
表
示
す
る
。

　
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
複
数
の

対
策
効
果
の
評
価
結
果
を
比

較
で
き
る
。
対
策
の
組
み
合

わ
せ
は
３
パ
タ
ー
ン
保
存
で

き
、
ま
た
、
出
力
さ
れ
る
グ

ラ
フ
表
示
を
切
り
替
え
る
機

能
に
よ
っ
て
対
策
前
後
の
結

果
や
対
策
の
組
み
合
わ
せ
パ

タ
ー
ン
の
効
果
の
比
較
が
可

能
だ
。

　
影
響
度
評
価
ツ
ー
ル
が
ベ

ー
ス
と
す
る
フ
ォ
ル
ト
ツ
リ

ー
解
析

Ｆ
Ｔ
Ａ

は
、
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
発
生
が
望

ま
し
く
な
い
事
象

ト
ッ
プ

事
象

に
つ
い
て
、
そ
の
発

生
経
路
を
原
因
系
に
向
か
っ

て
た
ど
っ
て
い
く
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
的
手
法
だ
。
Ｆ
Ｔ
図
を

用
い
て
モ
デ
ル
化
す
る
。
視

覚
に
訴
え
る
こ
と
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
よ
う
な
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
面
も
対
象
に
含
め

ら
れ
る
こ
と
、
定
量
的
解
析

も
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
多

く
の
企
業
で
活
用
さ
れ
、
信

頼
性
の
保
証
、
安
全
性
の
評

価
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
こ
の
ツ
ー
ル
で
は
ト
ッ
プ

事
象
を
「
地
震
の
影
響
を
受

け
て
の
生
産
停
止
」
と
設
定

し
、
そ
の
原
因
を
展
開
・
解

析
す
る
。

　
生
産
停
止
確
率
は
、
停
電

や
設
備
故
障
な
ど
の
要
因
項

目
の
生
起
確
率
か
ら
ト
ッ
プ

事
象
の
生
産
停
止
確
率
を
算

出
す
る
。
こ
こ
で
は
期
待
値

の
概
念
を
用
い
て
、
生
産
停

止
確
率
を
生
産
能
力
の
低
減

度
と
解
釈
す
る
。
Ｘ
日
目
の

生
産
停
止
確
率
が

％
で
あ

れ
ば
、
そ
の
日
の
生
産
能
力

は

％
と
し
、
生
産
能
力
が

低
減
し
た
分
だ
け
の
損
害
が

発
生
す
る
。

　
災
害
の
発
生
か
ら
時
間
が

経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
各
要

因
項
目
は
復
旧
し
、
次
第
に

平
常
時
の
生
産
能
力
に
戻
っ

て
い
く
。
こ
の
推
移
は
経
過

日
ご
と
に
要
因
項
目
の
生
起

確
率
を
与
え
て
ト
ッ
プ
事
象

の
生
起
確
率
の
推
移
を
離
散

的
に
求
め
て
い
る
。

在
庫
の
推
移

　
建
物
損
壊
や
設
備
故
障
な

ど
、
災
害
発
生
時
に
被
害
を

受
け
て
そ
の
後
徐
々
に
復
旧

し
て
い
く
も
の
と
は
別
に
、

外
部
か
ら
の
リ
ソ
ー
ス
が
供

給
停
止
に
な
る
と
災
害
発
生

時
の
保
有
在
庫
量
が
徐
々
に

減
り
在
庫
切
れ
に
よ
る
生
産

停
止
を
招
く
。
そ
の
被
害
発

生
ま
で
の
期
間
は
被
災
後
の

生
産
能
力
の
低
減
度
合
い
に

依
存
す
る
。

　
こ
の
ツ
ー
ル
で
は
、
ま
ず

在
庫
以
外
の
要
因
項
目
に
つ

い
て
Ｆ
Ｔ
の
論
理
演
算
で
自

社
の
生
産
能
力
の
低
減
度
の

推
移
を
算
出
し
、
こ
の
算
出

し
た
日
ご
と
の
生
産
能
力
の

も
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

被
災
に
よ
る
供
給
停
止
が
発

生
し
た
場
合
の
在
庫
の
推
移

を
計
算
す
る
。
計
算
で
導
か

れ
た
在
庫
切
れ
発
生
時
点
を

考
慮
し
て
生
産
停
止
確
率
を

算
出
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

生
産
停
止
確
率
の
推
移
か

ら
、
リ
ス
ク
事
象
の
発
生
に

よ
る
損
害
額
を
算
出
す
る
。

　
影
響
評
価
度
ツ
ー
ル
は
賛

助
会
員
を
含
む
モ
ノ
づ
く
り

日
本
会
議
会
員
企
業
を
対
象

に
、
希
望
者
に
は
６
月
１
日

か
ら
無
償
配
布
を
行
う
。
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
モ

ノ
づ
く
り
日
本
会
議
事
務
局ま

で
。

（ ） 　　 ２０１５年 平成２７年 ５月２６日 火曜日 　　


